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Ⅰ 研究主題 

児童生徒の豊かな学力を高める指導方法の工夫改善 

～ 日南市における授業モデルの構築と実践を通して ～ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

 ２１世紀は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活

動の基盤として飛躍的に重要性を増す、いわゆる「知識基盤社会」の時代であると言われている。

このような時代において、確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和を重視する「生きる力」を

はぐくむことがますます重要になっている。今回の学習指導要領の改訂の基本方針の一つに「知

識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視すること」が挙げられ、確

かな学力を育成することが重要であると述べられている。 

 日南市では、「夢と創造と感動の日南教育」をスローガンとして「新しい時代を積極的に切り拓

く心身ともに調和のとれた人間の育成」を目指している。その中で、小・中学校９年間を見通し

た一貫性・連続性のある小中一貫教育を展開しながら、本市の地域性を生かした日南市ならでは

の「振徳教育」を推進し、その最重要課題である学力向上に取り組んでいるところである。 

 本研究所では、過去２年間、「キャリア教育の在り方」や「デジタル教科書を活用した授業の在

り方」と先進的な研究を推進し、その成果も見られた。 

そこで、本年度はさらなる学力向上のため、本市の小・中学校の教員を対象に「授業に関する

アンケート」を実施し、学習指導の現状を調査したところ、次のような結果が得られた。 

◎ 学習指導過程に関する質問 

（ア：常に行っている イ：行っている ウ：あまり行っていない エ：行っていない） 

質 問 項 目 ／ 選 択 肢 ア イ ウ エ 

１ 本時の目標を明確にした授業を行っているか。 27％ 70％ 3％ 0％ 

２ 目標に対応した「まとめ」をしているか。 12％ 64％ 23％ 1％ 

３ 問題解決的な授業を行っているか。 9％ 56％ 33％ 2％ 

４ 目標内容に応じて「教える」「考える」場を位置付けた
授業を行っているか。 

13％ 78％ 9％ 0％ 

５ 定着を図る場面と確実な見届けを行っているか。 12％ 69％ 19％ 0％ 

◎ 授業中の手立てに関する質問 

（ア：常に行っている イ：行っている ウ：あまり行っていない エ：行っていない） 

質 問 項 目 ／ 選 択 肢 ア イ ウ エ 

１ 児童生徒の思考を促したり深めたりすることを意識し
て発問しているか。 

12％ 70％ 17％ 1％ 

２ 児童生徒の思考の足跡が分かる板書をしているか。 6％ 52％ 38％ 4％ 

３ 児童生徒が本時の目標を達成したかを把握するための
評価活動を行っているか。 

6％ 47％ 43％ 4％ 

４ 授業中、児童生徒に自分の考えを持たせる場面を設定
しているか。 

13％ 72％ 14％ 1％ 

◎ 言語活動に関する質問 

（ア：常に行っている イ：行っている ウ：あまり行っていない エ：行っていない） 

質 問 項 目 ／ 選 択 肢 ア イ ウ エ 

１ 言語活動を意識して、授業を行っていますか。 17％ 61％ 20％ 2％ 

 以上のアンケート結果を分析すると、どの質問項目においても、「常に行っている」「行ってい

る」と答えている教員の割合が高いことが分かる。しかし、「常に行っている」と答えている教員 
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だけを見ると、６％～２７％に留まり、児童生徒の学力向上を目指した一般的に理想とされる

授業展開を常に行っている教員は少ないと言える。また、各質問項目の評価基準もそれぞれの

教員で格差があることが考えられる。さらに、アンケートの自由記述の中には、「問題解決的

な授業をすると計画した内容が時間内に終わらない。」「発問の仕方に困っている。」「板書の仕

方が難しい。」「評価の仕方が分からない。」「考えさせる時間が十分確保できない。」などの授

業における多くの悩みも寄せられた。このことから、日南市の教員が授業で抱える悩みを解決

し、常に行えるようなスタンダードな授業モデルが必要ではないかと考えた。 

そこで、本年度、本研究所では、児童生徒の学力向上と教師の授業力向上を目指して、日南

市におけるスタンダードな授業モデルについての研究を行うこととした。また、本研究内容を

深め広げていくために、授業協力員を募集し、研究内容に基づく実践事例を収集することにし

た。これらのことを通して、本市の掲げる“日南ならではの教育「振徳教育」”の「豊かな学

力を身に付け、未来への夢や志をもつ子ども」の育成を図っていきたい。  

 

Ⅲ 研究目標 

○ 児童生徒の学力向上と教師の授業力向上を目指して、日南市におけるスタンダードな授業

モデルを究明し構築する。 

 

Ⅳ 研究仮説 

○ 知識や技能を習得し活用する授業の学習指導過程の在り方を究明し、授業モデルを明確に

すれば、本市教員の授業改善が図られ、児童生徒の学力向上につながるであろう。 

○ 発問の在り方や板書の仕方など、授業における教授活動について究明し明確にすれば、本

市教員の授業改善が図られ、児童生徒の学力向上につながるであろう。 

○ 授業における言語活動の捉え方や取り組み方を明確にし、ねらいや育てたい力に合わせた

効果的な取組を行えば、本市教員の言語活動に対する意識が高まり、授業改善が図られ、児

童生徒の学力向上につながるであろう。 

 

Ⅴ 研究内容 

１ 学習指導過程に関する内容 

○ 日南モデルの授業展開の構築 

・知識や技能を習得し活用する授業 

・「学習問題」と「答え」または「めあて」と「まとめ」が対応している授業 

・児童生徒の実態や教材の特性をつかみ、指導方法を選び実践して、見届けを行う授業 

２ 授業中の教授活動に関する内容 

○ 発問の工夫 

○ 板書の工夫 

○ 考える時間を確保するための手立て 

○ 評価の在り方 

３ 言語活動の充実に関する内容 

○ 言語活動授業プランの作成 

○ 発達の段階に応じた言語活動 
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Ⅵ 研究の全体構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

仮説１ 仮説２ 仮説３ 

 知識や技能を習得し活用す
る授業の学習指導過程の在り
方を究明し、授業モデルを明確

にすれば、本市教員の授業改善

が図られ、児童生徒の学力向上

につながるであろう。 

 発問の在り方や板書の仕方

など、授業における教授活動に

ついて究明し明確にすれば、本

市教員の授業改善が図られ、児

童生徒の学力向上につながる

であろう。 

 授業における言語活動の捉

え方や取り組み方を明確にし、

ねらいや育てたい力に合わせ

た効果的な取組を行えば、本市

教員の言語活動に対する意識

が高まり、授業改善が図られ、

児童生徒の学力向上につなが

るであろう。 

研究内容１（学習指導過程研究班） 研究内容２（教授活動研究班） 研究内容３（言語活動研究班） 

○ 日南モデルの授業展開の
構築 
・知識や技能を習得し活用する授業 
・「学習問題」と「答え」または「めあて」と「まと
め」が対応している授業 

・児童生徒の実態や教材の特性をつかみ、指導方法を
選び実践して、見届けを行う授業 

○ 発問の工夫 

○ 板書の工夫 

○ 考える時間を確保するた

めの手立て 

○ 評価の在り方 

○ 言語活動授業プランの作

成 

○ 発達の段階に応じた言語

活動 

 

Ⅶ 研究組織 

 

日南市教育基本方針 
国の方針 

県の方針 

地域の実態 

児童生徒の実態 

振徳教育の推進 

 

児童生徒の豊かな学力を高める指導方法の工夫改善 

～ 日南市における授業モデルの構築と実践を通して ～ 

研究主題 

 

 児童生徒の学力向上と教師の授業力向上を目指して、日南市におけるス

タンダードな授業モデルを究明し構築する。 

研究目標 

研究仮説 

研究内容 

所長 全体研究会 事務局 副所長 

学習指導過程研究班 

教授活動研究班 

言語活動研究班 

代表協力員 

授業協力員 
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Ⅷ 研究の実際 

１ 学習指導過程に関する内容 

 児童生徒の豊かな学力を高めるために、市内の全教師が普段に実践できるスタンダードな授

業モデルを「日南モデル」の授業と定義し、以下の点に留意した授業づくりを目指すことにし

た。 

(1)  知識や技能を習得し活用する授業 

児童生徒が知識や技能を活用するためには、断片的な知識ではなく、「～なのは～だから」

という概念的な知識を習得させることが大切である。そのために、身に付けさせたい知識に

応じた問いをもたせながら、習得や活用を意識した授業づくりを行っていく必要がある。そ

こで、「問題解決的な授業展開」と「教えて考えさせる授業展開」を「日南モデル」におけ

る基本的な授業展開とし、身に付けさせたい力に応じて選び、実践することにした。 

（Ｐ３－５参照） 

(2) 「学習問題」と「答え」または、「めあて」と「まとめ」が対応している授業 

 「日南モデル」の授業は、「学習問題」に対する「答え」が明確になっている授業を基本

としている。「めあて」を立てる場合においても、児童生徒に対し、明確な「学習問題」が

設定されていることが重要である。しかし、「学習問題」が設定されていなく「めあて」だ

けの授業展開では、活用につながる十分な知識や技能を習得させることにはつながりにくい。

そこで、本研究所では、学習問題を設定するための４つの視点を意識しながら設定すること

にした。 

○ 解決可能・二者択一的 

○ 学習指導要領の内容 

○ 問題解決の資質・能力 

○ 追究の見通し 

→ 調べることが明確な問いになっているか。 

→ 身に付けるべき学習内容が組み込まれているか。 

→ 問題解決の資質・能力の育成が図られるか。 

→ 見通しをもって追究できるか。 

【学習問題を設定するための４つの視点】  

(3) 児童生徒の実態や教材の特性をつかみ、指導方法を選び実践して、見届けを行う授業 

 本市教員対象のアンケートに「計画した内容が時間内に終わらない」という回答が寄せら

れた。その課題を解決するためには、「何を身に付けさせるのか」というねらいや目標を明

確にし、そのための「児童生徒の実態や教材の特性はどうなのか」、「どの程度身に付い

たのか」という指導と評価のサイクルを意識した授業実践を行うことが大切であると考える。

以下に「日南モデル」の授業づくりの手順を示す。  

①  児童生徒の実態把握 

   レディネスや既習事項とのつながりに留意する。 

 ② ねらいや本時の目標の明確化 

   身に付けさせたい知識を明確にした「まとめ」を作成する。 

 ③ 身に付けさせる知識に対応した「問い（学習問題）」の設定 

   「まとめ」に対応した「学習問題」や「めあて」を設定する。 

 ④ 指導過程の作成 

   習得に力を入れるのか、活用に力を入れるのかはっきりさせる。 

 

 

「日南モデル」の授業の実施と見届け 

【「日南モデル」授業づくりの手順】  
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【日南モデルの授業展開例】 

(1) 児童生徒のゴールイメージ 

 基礎的・基本的な知識を身に付け、それを活用することができる児童生徒  

(2) 基礎的・基本的な知識、活用力とは 

基礎的・基本的な知識 例  活用力 

① 簡単な知識 「～は～だ。」 
「～なのは～だからだ。 

 だから～できる。」 
② 構造的知識 「～している。」「～になっている。」 

③ 説明的（概念的）知識 「～なのは～だからだ。」 

 

(3) 「日南モデル」の学習指導過程 

 

  

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階 学習活動の流れ 子どもの思考の流れ 

（
問
題
設
定
） 

つ
か
む 

○ 興味・関心や問題意識を

高め、自分なりの課題をも

つ。 

 学習問題  

○○○○○○○○○  

「～は～だ。」 

「 ～ は～ に な っ てい

る。」 

↓ 

「なぜ～なのだろう。」 

（
予
想
・
仮
説
設
定
） 

見
通
す 

○ 既習や経験したことなど

に基づき、結果や解決のた

めの見通しをもつ。 

「～なのは～だからか

な。」 

     ↓ 

「～なのは～だからだ。 

だから～をして確かめ

る。」 

（
検
証
） 

追
究
す
る 

○ 自分なりの方法で問題を

追究する。 

○ 互いの考えを表現し合い

ながら、考えを深め、広げ

るなど、集団で問題を追究

する。 

○ 結果をもとに「答え（結

論）」を導く。 

答え（結論）  

○○○○○○○○○  

「～は～だ。 

 ～は～だ。 

 だ から ～ な の は～

だ。」 

 

 

 

 

 

 

「 ～ なの は ～ だ から

だ。」 

（
ま
と
め
） 

ま
と
め
る 

まとめ  

○○○○○○○○○  

○ 追究した結果をまとめ

る。（一般化） 

（活用力） 

「～なのは～である。 

だから、～も～だ。」 

段階 学習活動の流れ 子どもの思考の流れ 

教 

え 

る 

○ 基本事項について、教師

の説明を聞く。 

 

めあて  

○○○○○○○○○  

「～は～なんだなあ。」 

「～は～になっている

んだなあ。」 

「～なのは～だからな

んだなあ。」 

考

え

さ

せ

る 

理

解

の

確

認 

理解確認課題  

○ 「基本事項が理解できて

いるか」についての課題に

取り組む。 

○ 分かったことをお互いに

説明したりする等の教え合

い活動を行う。 

「確かに～は～になっ

ているなあ。」 

「確かに～なのは～だ

からだなあ。」 

 

理

解

の

深

化 

理解深化課題  

○ 「基本事項を応用できる

か」についての課題に取り

組む。 

○ 小グループによる協同的

問題解決の場において、問

題解決に取り組む。 

「～なのは～だからな

んですよ。」 

「～なのは～なんだか

ら、～することもでき

る。」 

 

 

 

 

ふ 

り 

か 

え 

る 

まとめ  

○○○○○○○○○  

○ 「授業でわかったこと」

「むずかしかったこと」「よ

く分からなかったこと」等

について自己評価を行う。 

「～なのは～だから

だ。」 

      ↓ 

（活用力） 

「～なのは～である。 

だから、～も～だ。」 

本時の目標と評価の明確化 

「この学習で身に付けさせたい力はこれだ」 

① 問題解決的な授業展開（例） ② 教えて考えさせる授業展開（例） 

定着を図る場面と確実な「見届け」 
①  「この学習では、○○が分かった（できるようになった）」 
②  「この考え方を利用して、さらに○○を考えてみよう」 

 

※ 自力解決・共同解決を通して、児童生徒が自ら知識や技

能を概念的に理解していく過程を重視した学習指導過程 

※ 既習事項や教師からの説明から得た知識や技能を活かし

て、それらを深化させたり活用したりすることを重視した

学習指導過程 
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２ 授業中の教授活動に関する内容 

 児童生徒の学力を高めるためには、教師の指導力の向上が不可欠である。そこで、教師の授業

における教授活動について整理し、指導力を高めるためにどんなことに留意しなければならない

かについて研究を進めることにした。 

 

(1) 発問の工夫 

ア 発問の意義と重要性 

 発問とは、児童生徒に思考を促すための行為であり、児童生徒の理解力や思考力を育てる

ために、教師が問いの形をとって質問することである。児童生徒の理解力や思考力を育てる

ためには、「何をどのように考え、理解させるのか」という指導観を明確にもち、発問を準

備することが必要である。児童生徒にゆさぶりをかけ、「なぜだろう」「どうなっているの

だろう」など、考えずにはいられないという状態にさせる発問を工夫しなければならない。 

 そこで、発問を考える際のポイントを次のように設定した。 

  ＜発問のポイント＞ 

○ 何を問うているのかがはっきりしており、児童生徒が何を考えればよいのかがよく分か

る発問をする。 

○ 児童生徒の思考や認識をゆさぶる発問をする。 

○ 一問一答ではなく、多様な反応がある発問をする。 

 

イ 発問計画の立て方 

 児童生徒の思考を促し、深める発問をするためには、教材研究及び授業準備の段階で発問

計画を立てることが必要である。 

   ＜発問計画作成の手順＞ 

手  順 留 意 事 項 

１ 指導目標・内容を設定する。 ○ 指導目標を設定し、指導する内容を明確にする。 

２ 教材を分析・解釈する。 
 
 

○ 教材を分析し、教師自身が疑問や課題をもつ。 
○ 教えなければならないことや教えたいこと(正解)
を明確にする。 

３ 教材についての児童生徒の実態
を把握する。 

 
 

○ 児童生徒の「知らない」「できない」状態を具体
的に知る。 

○ 「知らない→知る」「できない→できる」過程を
考える。 

４ 発問をつくる。 
 
 

○ 授業場面を想定し、実際に児童生徒に問いかける
形で発問をつくる。 

○ 発問のねらい、発問に対する正解を整理する。 

５ 発問に対する児童生徒の答えや
反応を予想する。 

○ 児童生徒の多様な反応を予想し、それらに対する
「切り返しの発問」を考える。 

 

 ＜発問カードの実践例＞ 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 

＜学習指導過程における発問計画の実践例＞ 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

教科・単元 ４年算数「小数」  

発  問  
 ０．０１と０．００１は
０．００１の方がけたの数
が多いから大きいね。  

正  解  ０．０１＞０．００１  

ねらい  

 ０．０１と０．００１で
は、０．００１の方がけた
の数が多いので大きいと
とらえる児童がいると考
えられる。そこで、誤答を
あえて投げかけることで
小数の意味を深く考えさ
せる。  

 

 
学習内容及び学習活動 

主な発問・指示（○） 
予想される児童の反応（・） 

   

   

考 
え 
る 
15 
分 

３ 山場の場面での主
人公の気持ちの変化
を読み取る。 

 （１）  個人 

○ 主人公の気持ちが大きく変化
するのは、文章構成ではどの場面
ですか。 

・ 山場の場面 
○ 山場の場面で主人公は、どのよ
うな思いをしたでしょう。 

深
め
る 
20 
分 

４ 設定と結末での主
人公の人柄や性格を
比べる。 

○ 設定と結末で主人公の人柄や
性格で変わったものと変わって
ないものをまとめてみましょう。 

・ 変わったもの 
  →紙くずのような顔 
・ 変わってないもの 
  →性格・態度 
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(2) 板書の工夫 

 板書とは、学習内容や児童生徒の思考・活動の流れを見やすいように示したものである。板

書は、指導内容を視覚的に児童生徒に提示し、共通の認識や十分な理解を図るために大切であ

る。効果的な板書のポイントを以下に示す。 

 ＜板書例＞ 

 

(3) 考える時間を確保するための手立て 

 「問題解決的な学習」「教えて考えさせる学習」ともに、児童生徒に考える時間を十分に与

えることが必要である。授業の中で、無駄な時間を省き、児童生徒の活動目標を明確にするこ

とによって効率よく学習活動を行わせることができる。そのためには、内容を吟味し、分かり

やすく明確な指示・説明を行わなければならない。そこで、効果的な指示・説明のポイントを

次のとおり設定した。 

＜指示・説明のポイント＞ 

○ あらかじめ説明が少なくてすむような手立てを事前にしておく。 
※ 前もって新出漢字を学習したり、言葉調べをしたりして授業に入る。 

◯ 本時の学習内容を明確にする。 
◯ 具体的な指示をする。 
◯ 活動に入る前に、本時の学習の流れ(例：一人調べ→ペア→全体)等を示すことで、学習 
の見通しをもたせる。学習の進め方の見通しをもたせる。 

○ 活動させながら指示するのを避ける。 

 

(4) 評価の在り方 

本研究所では、評価を「児童生徒の理解度をもとにした指導・改善の手立て」の一つととら

え、研究を進めた。特に、本時の目標に到達したかどうかを把握し確認するための評価は、自

己の指導を振り返り、成果や課題を明確にすることでその後の指導に生かすことができるとい

う点で、毎時間必ず行う必要がある。評価の方法として、以下のような方法が考えられる。 

 ＜理解度を評価する方法＞ 

◯ 練習問題から理解度を評価する。 
※ 学習内容が身に付いているかどうかを把握できる。 

◯ 誤答から理解度を評価する。 
※ つまずきの原因等を把握し、自己の指導を改善できる。 

◯ 授業後のノートから理解度を評価する。 
※ 児童生徒の思考の様子や理解度を把握できる。 

◯ 授業後の「ふり返り」から理解度を評価する。 
※ 自己評価（分かったことやできるようになったこと）から、本時の目標の到達度が把握できる。 
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３ 言語活動の充実に関する内容 

 言語活動は目的ではなく、教科目標や単元目標を達成するための一つの手段である。しかし、

本市教員の言語活動に関するアンケートによると、「話合い活動＝言語活動」という意見が多

数を占めており、言語活動の捉え方や取り組み方の相違、言語領域に偏りがあるという結果が

得られた。また、「言語活動の進め方が分からない」という言語活動を行う上での悩み等が数

多く寄せられた。 

そこで、各教科等や各単元等において効果的な言語活動を見いだすための具体的な方策が必

要であると考え、単元または一単位時間の言語活動を構想するための言語活動授業プランと発

達の段階に応じた言語活動について研究を進めてきた。 

 

(1) 言語活動授業プランの作成 

言語活動授業プランは、ねらいや育てたい力に合わせた具体的かつ効果的な言語活動を展

開するために、何をどのように取り組むかを明確にするものである。これを作成することで、

教員が同じ認識で授業を展開できるようになり、充実した言語活動が実践され、児童生徒が

主体的に学ぼうとする授業を展開することができると考える。 

本研究所においては、言語活動を以下のように定義し、授業で取り入れる言語活動を具体

的に構想できるようにした。以下が、言語活動授業プランの項目と作成の手順である。 

＜言語活動授業プランの項目＞ 

「育てたい力」・・・思考力、判断力、表現力、コミュニケーション力 

「 言語領域 」・・・話す、聞く、書く、読む 

「 学習形態 」・・・一人、ペア、グループ、全体 

＜言語活動授業プラン作成の手順＞ 

① 単元または本時の内容に関する児童生徒の実態と教師の願いを記入する。 

② 児童生徒の「育てたい力」を選択して明確化する。 

③ 「育てたい力」に対して、効果的な「言語領域」を選択して線で結ぶ。 

④ 「言語領域」に適した「学習形態」を選択して線で結ぶ。 

⑤ 線で結んだ組み合わせを記号で記入し、具体的な活動内容を記入する。 

（Ｐ３－９参照） 

 

(2) 発達の段階に応じた言語活動 

言語活動の充実を図るため

に発達の段階に応じた言語活動

を意図的・計画的に指導するこ

とを目的にすることが重要だと

考えた。「発達の段階に応じた

具体的な言語活動」は、小学校

低学年から中学生に至るまでに

身に付けておきたい３つの言語

活動を「具体的な言語活動」、

「言語領域」「使用する簡単な

話型等」として記載しており、今後さらに内容の充実を図っていきたいと考えている。 





 ３－１０  

Ⅸ 成果と課題 

１ 成果 

○ 「学習問題」と「答え」、「めあて」と「まとめ」が対応した、学習指導過程のモデルを作

成することで、問題解決的な学習を基本とする『授業モデル』が明確になり、授業の改善が

図られた。 

○ 発問計画を立てることで、授業のどの場面で思考を深めさせるか、また教える部分と考え

させる部分をどのように配分するかなど、効果的な授業の組み立てができるようになった。 

○ 「学習問題」と「答え」、「めあて」と「まとめ」を対応させた板書を行うことによって、

思考の流れや学習の過程が明確になり、学習内容の定着が図られた。 

○ 言語活動授業プランを作成し実践することにより、授業者の意識が高まり、ねらいに適し

た言語活動を行うことができた。 

○ 授業協力員の協力を得ることで、幅広い実践を収集することができ、本研究の成果や課題

を明らかにすることができた。 

 

２ 課題 

○ 問題解決的な学習を基本とする『授業モデル』を本市教職員に幅広く浸透させていく必要

がある。 

○ 児童生徒の思考を促し、深める発問の在り方について、さらに研究を進めていく必要があ

る。 

○ 教師の指導・改善に生かすための評価の具体的な方法について、研究を深める必要がある。 

○ 各教科等で、言語活動授業プランや発達の段階に応じた言語活動を幅広く実践する必要が

ある。 
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